













れるものである。ニーチェは、ただ 「犀のように」 と記したが、元々の 『スッ










力と八種の絶妙な声を具えていたとも言われている。「四辯」 即ち 「四無礙辯」 























うとしたとされている。そして仏教の小乗学派 （Hinayana school） では、直観 
（intuition） こそが最も重要な知識の源であり、感覚的知覚 （sensory perception） は






















































上学的であり理想主義であったからであると述べている。4の L. D. Nordstorm
論文は、二元論的思考に基づく西欧的コミュニケーションモデルに対する批判








『大乗起信論』 の 「三大」 という概念、即ち、体 （本体）、用 （作用）、相 （すが
た） の三面から事物の存在を捉えることや、「縁」 「縁起」 「因縁」 の思想を人
間関係のシステム理論 （general systems theory） に取り入れること等が提唱され
ている7）。と同時に、今後は自然環境の保全や自然との共存を目指した生物学
ブッダのコミュニケーション （内藤）　〔5〕












　少し視点を変えて、P. D. Jaffeによる Buddhist Tools for Developing Intercultural 






てる）、定覚支 （心を集中して乱さない）、念覚支 （おもいを平らかにする） の七つで
ある8）。
　論文では、異文化間コミュニケーション能力は、異なる文化の人たちと効果
的に適切に交流するための知識、動機づけそして技能を必要とする （R. L. 
Wiseman, 2002） 9） という認識のもとに、それぞれの覚支の解釈と相互の関係を



















正定 （迷いのない清浄なるさとりの境地に入る） の八つである。「正」 とは、「真実」


























れに即して言えば、コミュニケーションとは 「理」 ではなく 「事」 である。
「行」 から 「理」 を得ると考えたとしても、それは観念の世界のことではなく、
実感の積み重ねに依拠する現実の世界のことである。このことを踏まえた上





















なると説いている12）。このうち 「世間を知り尽くした人」 （loka-vid,世間解） と
いう表現に関連して、方便品第二や譬喩品第三にも見られる 「世の主」 （loka-




　1） 仏之所説言不虚妄 （『大正新脩大蔵教』 巻九、七頁上）
　2） 諸仏如来言無虚妄 （同、七頁下）
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